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日本 

本展は、350年以上にわたる英国王室と日本との文化交流を探

るものです。 

 

1613年にジェームズ一世に贈られた武士の甲冑から、1953年の

戴冠式を祝って現女王エリザベス二世に贈呈された品に至るま

で、交易や旅行、条約を通じて日本の珠玉の美術品が英国の宮

廷へもたらされてきました。 

 

それぞれの展示品は、日本特有の素材や技法を反映していま

す。その多くは、日本の皇室が制作を依頼したり、または皇族

から贈られたという独特の来歴を誇ります。これらが一堂に会

し、東洋と西洋の二つの宮廷を繋ぐ儀式・外交・芸術上の交流

の歴史を物語ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



交易 

1630年代から200年以上にわたり、江戸幕府は外国からの影響

を抑えるため、鎖国政策によって日本を世界から孤立させま

す。その間、西洋諸国の中で日本と直接交易を許されていたの

は唯一オランダのみでした。しかし、磁器や漆器の製造技術の

秘密がまだ知られていなかったヨーロッパでは、異国情緒あふ

れる日本製品の需要は高いままでした。 

 

こういった制約にもかかわらず、メアリー二世（1662～94年）

やジョージ四世（1762～1830年）など王室の蒐集家は、オラン

ダや中国の貿易商を介して日本の美術作品を購入し、英国でも

有数の優れた品々を所蔵するようになります。高価な輸入品の

家具や磁器は、贅沢で国際的な審美眼を示すものとして、英国

王室の宮殿や邸宅の内装につきものの特徴となりました。 

 

日本の陶磁器はまた、遥か彼方の神秘的な土地について惜しみ

なく想像を巡らしたヨーロッパの美術家たちによって改変を加

えられたり、模倣されたりしました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

  

 

 



 

旅行 

日本は1850年代に鎖国を解き、1868年の明治維新で天皇親政に

戻ります。明治天皇（1852～1912年）は、西洋の路線に沿った

急進的な近代化を推進しました。 

 

開国後間もなく、英国の王族と日本の皇族による初めての外交

訪問が始まります。日本を訪れた最初の王族は、ヴィクトリア

女王の次男アルフレッド王子でした。この時に贈られた刀剣や

織物、屏風絵など、皇室からの最高品質の贈呈品が初めてロイ

ヤルコレクションに加わりました。 

 

両国の美術家が二国間を行き来するようになると、日本の工匠

たちは国際展覧会で金工品や七宝を披露し、大きな成功を収め

ます。彼らや皇室の御用を務める美術・工芸家（当時の帝室技

芸員）の作品は、英国の即位記念式や戴冠式の祝い品として選

ばれるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



条約 

20世紀初頭には、英国の王族と日本の皇族は独特の親しい関係

を享受するようになっていました。両国は、それぞれを東洋と

西洋の「島帝国」と見なしていたのです。称号や勲章の交換

は、1902年に締結された日英同盟による両国間の結びつきの深

まりを示す重要な象徴となりました。 

 

英国の新たな同盟国への関心の高まりを反映して日本美術の展

覧会が人気を博し、1910年にロンドンで開かれた日英博覧会は

来場者が800万人を超えるほどの盛況となりました。訪れた人

の中には、ジョージ五世の妃で日本美術の熱心な蒐集家であっ

たメアリー王妃もいました。 

 

この時期、日本の宮廷では書道や香道といった古くからの儀礼

が保たれていました。その一方で、画家や版画家、写真家たち

は西洋と日本の技法を組み合わせた新たなスタイルを開拓しは

じめました。 

 

1975年、エリザベス女王は日本を公式訪問した最初の現役の英

国君主となりました。 

 

何世紀もの間そうであったように、現在も王族の十数カ所の邸

宅や元邸宅の壁には、日本の美術品が飾られています。それら

は、日英の宮廷と文化を長きにわたって繋いできた活発な美術

交流の歴史を明らかにするものなのです。 

 


